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［１］ご使用の前に

本説明書は、「ＰＣＲ－５４５３ＧＰＣ」について説明しています。
本書では「ＰＣＲ－５４５３ＧＰＣ」を指す場合、「本機」と記述している場合があります。

［１－１］機能の紹介

本機の端末側は１６点のリレー接点出力と、１６点のフォトカプラ入力ら構成されています。

ホストパソコンとのインターフェースにはＧＰＩＢを搭載しており、ホストパソコンから１６点のリレーを
ＯＮ／ＯＦＦ制御したり、フォトカプラ入力の状態を読み取ったりすることができます。
ＧＰＩＢはＩＥＥＥ－４８８．２規格に準じた設計になっています。

［１－２］取り扱い上のご注意

（ａ） 本機（ＰＣＲ－５４５３ＧＰＣ）は、ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖの電源で使用して下さい。

（ｂ） 高温多湿の場所では、使わないで下さい。

（ｃ） 保証期間は納入日から１年です。ただし当社に責のない修理は有償になります。
なお、この保証期間は、日本国内のみ有効であり、製品が国外に搬出された場合は、自動的に
保証期間が無効となります。

（ｄ） 上記保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、その機器の故障部分の交換、または、
修理を納入者側の責任において行います。

ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させて頂きます。

①需要者側の不適当な取扱い、ならびに使用による場合。
②故障の原因が納入品以外の事由による場合。
③納入者以外の改造、または修理による場合。
④その他、天災、災害などで、納入者側の責にあらざる場合。

なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、
納入品の故障により誘発される損害はご容赦頂きます。

（ｅ） 修理・保守について
修理の必要が生じた場合、当社まで輸送して下さい。出張修理はご容赦頂きます。
また、適格、迅速な修理なため、故障状況、原因と思われる点などをメモでお知らせ下さい。



- 3 -

PCR-5453GPC

［１－３］ＰＣＲ－５４５３ＧＰＣの形状
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［１－４］フロントパネルの表示

本機のフロントパネルにはリレー、フォトカプラの動作状態や外部用電源の状態を表すモニタＬＥＤが
搭載されています。

［１－４－１］外部用電源の状態モニタＬＥＤ

本機に内蔵の外部用電源（ＤＣ２４Ｖ）が正常な場合に点灯しています。
異常な場合は消灯（または暗く点灯）します。
また、この外部用電源が正常かどうかをパソコンからステータスとして読み出すことができます。
（別冊の「コマンド説明書：［３－１］ステータス・バイト・レジスタ」を参照して下さい）

［１－４－２］リレーの動作状態モニタＬＥＤ

本機に搭載されているリレーがＯＮ動作の時は点灯、ＯＦＦの時は消灯となります。
１６ヶのリレーとモニタＬＥＤの対応を下表に示します。

コネクタの信号名 リレー番号 モニタＬＥＤ名称

ＬＤ１１ＸＹ １ Port 0 Monitor LED 1

ＬＤ１２ＸＹ ２ Port 0 Monitor LED 2

ＬＤ１３ＸＹ ３ Port 0 Monitor LED 3

ＬＤ１４ＸＹ ４ Port 0 Monitor LED 4

ＬＤ１５ＸＹ ５ Port 0 Monitor LED 5

ＬＤ１６ＸＹ ６ Port 0 Monitor LED 6

ＬＤ１７ＸＹ ７ Port 0 Monitor LED 7

ＬＤ１８ＸＹ ８ Port 0 Monitor LED 8

ＬＤ２１ＸＹ ９ Port 1 Monitor LED 1

ＬＤ２２ＸＹ １０ Port 1 Monitor LED 2

ＬＤ２３ＸＹ １１ Port 1 Monitor LED 3

ＬＤ２４ＸＹ １２ Port 1 Monitor LED 4

ＬＤ２５ＸＹ １３ Port 1 Monitor LED 5

ＬＤ２６ＸＹ １４ Port 1 Monitor LED 6

ＬＤ２７ＸＹ １５ Port 1 Monitor LED 7

ＬＤ２８ＸＹ １６ Port 1 Monitor LED 8

［１－４－３］フォトカプラの動作状態モニタＬＥＤ

本機に搭載されているフォトカプラがＯＮ動作の時は点灯、ＯＦＦの時は消灯となります。
１６ヶのフォトカプラとモニタＬＥＤの対応を下表に示します。

コネクタの信号名 フォトカプラ番号 モニタＬＥＤ名称

ＴＤ１１ＸＹ １ Port 2 Monitor LED 1

ＴＤ１２ＸＹ ２ Port 2 Monitor LED 2

ＴＤ１３ＸＹ ３ Port 2 Monitor LED 3

ＴＤ１４ＸＹ ４ Port 2 Monitor LED 4

ＴＤ１５ＸＹ ５ Port 2 Monitor LED 5

ＴＤ１６ＸＹ ６ Port 2 Monitor LED 6

ＴＤ１７ＸＹ ７ Port 2 Monitor LED 7

ＴＤ１８ＸＹ ８ Port 2 Monitor LED 8

ＴＤ２１ＸＹ ９ Port 3 Monitor LED 1

ＴＤ２２ＸＹ １０ Port 3 Monitor LED 2

ＴＤ２３ＸＹ １１ Port 3 Monitor LED 3

ＴＤ２４ＸＹ １２ Port 3 Monitor LED 4

ＴＤ２５ＸＹ １３ Port 3 Monitor LED 5

ＴＤ２６ＸＹ １４ Port 3 Monitor LED 6

ＴＤ２７ＸＹ １５ Port 3 Monitor LED 7

ＴＤ２８ＸＹ １６ Port 3 Monitor LED 8
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［２］使用方法

［２－１］ディップスイッチの設定

本機のＧＰＩＢアドレスの設定はリアパネル面から覗いているディップスイッチを使って設定します。
また、電源を投入している状態でこのディップスイッチの設定を変更すると、自動的に電源を再投入した
場合と同じ状態になります。（「［２－２］電源の投入と初期化」を参照）

ＯＮ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ＯＦＦ

デリミタの設定

ＳＷ６とＳＷ７の組み合わせで下表のようなデリミタが選択できる。

ＳＷ６ ＳＷ７ デリミタ選択

ＯＦＦ ＯＦＦ ＣＲ＋ＥＯＩ

ＯＦＦ ＯＮ ＣＲ＋ＬＦ＋ＥＯＩ

ＯＮ ＯＦＦ ＥＯＩ

ＯＮ ＯＮ ＬＦ＋ＥＯＩ

本機のアドレス設定

ＳＷ１を最下位ビット、ＳＷ５を最上位ビットとして２進数で設定する。
ＯＦＦ（下）が０、ＯＮ（上）が１となり、０００００（０）から
１１１１０（３０）の範囲で設定する。

★ たとえば３番に設定したい場合は、
ＳＷ１とＳＷ２をＯＮ（上）にし、
ＳＷ３、ＳＷ４、ＳＷ５をＯＦＦ（下）にします。

★ アドレス０番はコントローラのアドレスに使われる場合が多いので
注意して下さい。

★ アドレス３１番はＧＰＩＢの規格でトーカ／リスナの
解除コマンドとして使われていますので、設定しないで下さい。

［２－２］電源の投入と初期化

［２－２－１］電源の投入前の確認

本装置の背面のＡＣ電源入力用インレットにＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖの電源が接続されていることを
ご確認ください。

［２－２－２］電源の投入後の初期化

本機は電源を投入すると下記の状態に初期化されます。

１：本機のリレー接点は全てオープン状態になります。
２：本機の動作に関係する本機内部の設定値も初期化されます。

（各設定値の初期値は「コマンド説明書」の各設定値の関係ページを参照）

PCR-5453GPC
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［３］コネクタのピン配列

［３－１］リレー接点出力コネクタ（背面のＣＮ１：オス）

信号名 ピン番号
信号名

Ｎ．Ｃ．（Reserved） １
２０ ＬＤ１１Ｙ

ＬＤ１１Ｘ ２
２１ ＬＤ１２Ｙ

ＬＤ１２Ｘ ３
２２ ＬＤ１３Ｙ

ＬＤ１３Ｘ ４
２３ ＬＤ１４Ｙ

ＬＤ１４Ｘ ５
２４ ＬＤ１５Ｙ

ＬＤ１５Ｘ ６
２５ ＬＤ１６Ｙ

ＬＤ１６Ｘ ７
２６ ＬＤ１７Ｙ

ＬＤ１７Ｘ ８
２７ ＬＤ１８Ｙ

ＬＤ１８Ｘ ９
２８ ＬＤ２１Ｙ

ＬＤ２１Ｘ １０
２９ ＬＤ２２Ｙ

ＬＤ２２Ｘ １１
３０ ＬＤ２３Ｙ

ＬＤ２３Ｘ １２
３１ ＬＤ２４Ｙ

ＬＤ２４Ｘ １３
３２ ＬＤ２５Ｙ

ＬＤ２５Ｘ １４
３３ ＬＤ２６Ｙ

ＬＤ２６Ｘ １５
３４ ＬＤ２７Ｙ

ＬＤ２７Ｘ １６
３５ ＬＤ２８Ｙ

ＬＤ２８Ｘ １７
３６ Ｎ．Ｃ．（Reserved）

Ｎ．Ｃ．（Reserved） １８
３７ 外部用電源ＤＣ＋２４Ｖ

外部用電源０Ｖ １９

ＣＮ１
＊使用コネクタ RDCB-37P-LNA(50)（ヒロセ電機製 または相当品）（勘合ネジは２．６ミリネジです）
＊適合コネクタ HDCB-37S とフード（HDC-CTH）（ヒロセ電機製 または相当品）

外部用電源はリレー接点でＬＥＤを点灯するなどの必要に応じて利用できます。

１６個のリレー接点は独立してコネクタに接続されています。各リレーのコモン端子は「ＬＤｎｎＹ」として、
ａ接点またはｂ接点は基板上のジャンパーで選択された側が「ＬＤｎｎＸ」として接続されています。

ａ接点＝ノーマルオープン（ＮＯ）＝メーク接点
ｂ接点＝ノーマルクローズ（ＮＣ）＝ブレイク接点

本機の出荷時は「ＬＤｎｎＸ」にａ接点（ＮＯ接点）が接続されるようにジャンパーを設定してあります。

J

NO

NC

リレー

X

Y
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ジャンパーは本機の天板を開けた時に見える基板上にあります。（下図を参照して下さい）
コネクタの信号名のリレーとジャンパー番号との対応は下表のようになります。

コネクタの信号名 ジャンパー番号

ＬＤ１１ＸＹ ＪＰ１

ＬＤ１２ＸＹ ＪＰ２

ＬＤ１３ＸＹ ＪＰ３

ＬＤ１４ＸＹ ＪＰ４

ＬＤ１５ＸＹ ＪＰ５

ＬＤ１６ＸＹ ＪＰ６

ＬＤ１７ＸＹ ＪＰ７

ＬＤ１８ＸＹ ＪＰ８

ＬＤ２１ＸＹ ＪＰ９

ＬＤ２２ＸＹ ＪＰ１０

ＬＤ２３ＸＹ ＪＰ１１

ＬＤ２４ＸＹ ＪＰ１２

ＬＤ２５ＸＹ ＪＰ１３

ＬＤ２６ＸＹ ＪＰ１４

ＬＤ２７ＸＹ ＪＰ１５

ＬＤ２８ＸＹ ＪＰ１６



- 8 -

PCR-5453GPC

［３－２］フォトカプラ入力コネクタ（背面のＣＮ２：メス）

信号名 ピン番号
信号名

Ｎ．Ｃ．（Reserved） １
２０ ＴＤ１１Ｙ

ＴＤ１１Ｘ ２
２１ ＴＤ１２Ｙ

ＴＤ１２Ｘ ３
２２ ＴＤ１３Ｙ

ＴＤ１３Ｘ ４
２３ ＴＤ１４Ｙ

ＴＤ１４Ｘ ５
２４ ＴＤ１５Ｙ

ＴＤ１５Ｘ ６
２５ ＴＤ１６Ｙ

ＴＤ１６Ｘ ７
２６ ＴＤ１７Ｙ

ＴＤ１７Ｘ ８
２７ ＴＤ１８Ｙ

ＴＤ１８Ｘ ９
２８ ＴＤ２１Ｙ

ＴＤ２１Ｘ １０
２９ ＴＤ２２Ｙ

ＴＤ２２Ｘ １１
３０ ＴＤ２３Ｙ

ＴＤ２３Ｘ １２
３１ ＴＤ２４Ｙ

ＴＤ２４Ｘ １３
３２ ＴＤ２５Ｙ

ＴＤ２５Ｘ １４
３３ ＴＤ２６Ｙ

ＴＤ２６Ｘ １５
３４ ＴＤ２７Ｙ

ＴＤ２７Ｘ １６
３５ ＴＤ２８Ｙ

ＴＤ２８Ｘ １７
３６ Ｎ．Ｃ．（Reserved）

Ｎ．Ｃ．（Reserved） １８
３７ 外部用電源ＤＣ＋２４Ｖ

外部用電源０Ｖ １９

ＣＮ２
＊使用コネクタ RDCD-37S-LNA(50)（ヒロセ電機製 または相当品）（勘合ネジは２．６ミリネジです）
＊適合コネクタ HDCB-37P とフード（HDC-CTH）（ヒロセ電機製 または相当品）

内蔵のフォトカプラは両極性なのでどちらが「＋」でも
かまいません。
フォトカプラのＬＥＤに５ｍＡ以上７ｍＡ以下の電流が
流れるような電源電圧をご利用下さい。

内部回路の定数は下記の通りです。

Ｒｓ＝３．３ＫΩ
Ｒｐ＝１．８ＫΩ
Ｃ＝０．１ｕＦ

例：スイッチを接続する場合

電源 ＋ 側 -------------------------------> Ｘ端子

電源 － 側 ----------> ＳＷ接点 ---------> Ｙ端子

この場合に必要な電圧は次の計算式で得られるＶmini～Ｖmaxの範囲内の電圧です。

Ｖmini＝１．８Ｖ＋（５＋１）ｍＡ×３．３ＫΩ＝２１．８Ｖ
Ｖmax ＝１．８Ｖ＋（７＋１）ｍＡ×３．３ＫΩ＝２８．２Ｖ

１．８ＶはＬＥＤの順方向電圧です。
電流＋１ｍＡはＲｐに流れる電流です。

Ｖminiより小さい電圧ではフォトカプラが動作しない可能性があります。
Ｖmaxより大きい電圧では内部の抵抗Ｒｓにダメージが受ける可能性があります。

外部用電源はフォトカプラのＬＥＤ用電源として利用できます。

Y

X

C

Rp

Rs



- 9 -

PCR-5453GPC

［３－３］ＧＰＩＢコネクタ

ＧＰＩＢの信号は全て負論理です。機能の概略を下表にまとめてあります。

信号名称 機 能 ドライブする装置

ATNがLowの時はＧＰＩＢコマンド、Highの時はデータが コントローラ
DIO1～DIO8

送受される８ビットパラレルの信号 トーカ

ATN ＤＩＯライン上の信号がＧＰＩＢコマンドかデータかを示す信号 コントローラ

システム立ち上げ直後などに、各装置のＧＰＩＢインターフェースを
IFC コントローラ

初期化するための１００ｕＳｅｃ以上のパルス信号

REN 各装置をコントローラの支配下に置くことを示す信号 コントローラ

DAV ＤＩＯライン上の信号が有効であることを示す信号 コントローラ

装置がＤＩＯライン上の信号を受信する準備ができていないことを 非コントローラ
NRFD

示す信号 リスナ

非コントローラ
NDAC 装置がＤＩＯライン上の信号の受信を終了していないことを示す信号

リスナ

ＤＩＯライン上の信号と同時にLowにすることにより
EOI トーカ

ＤＩＯライン上の信号が最終データであることを示す信号

SRQ コントローラに対して他の装置がサービスを要求する信号 非コントローラ

信号名 ピン番号 信号名

ＤＩＯ１ １ １３ ＤＩＯ５

ＤＩＯ２ ２ １４ ＤＩＯ６

ＤＩＯ３ ３ １５ ＤＩＯ７

ＤＩＯ４ ４ １６ ＤＩＯ８

ＥＯＩ ５ １７ ＲＥＮ

ＤＡＶ ６ １８ ＧＮＤ

ＮＲＦＤ ７ １９ ＧＮＤ

ＮＤＡＣ ８ ２０ ＧＮＤ

ＩＦＣ ９ ２１ ＧＮＤ

ＳＲＱ １０ ２２ ＧＮＤ

ＡＴＮ １１ ２３ ＧＮＤ

シールド １２ ２４ ＧＮＤ

＊使用コネクタ ５７ＬＥ－２０２４０－７７ＯＯＤ３５（第一電子工業製）
＊適合ケーブル ４０８Ｊｘｘ （第一電子工業製） ｘｘはケーブル長

注 意

☆ コネクタの脱着は、電源を断にしてから行って下さい。
誤動作の原因となることがあります。

☆ １２番ピン「シールド」ラインの取り扱いについて
「シールド」ラインは本機ボード内でいずれのパターンにも接続されていません。
システムの置かれている状況に応じて信号グランド、フレームグランドなどに接続する
必要がある場合があります。（強力なノイズなどによるシステムの誤動作など）
本機ボード上のＪＰ２をショートすると「シールド」ラインがＦＧ（フレームグランド）に
ＪＰ１をショートすると「シールド」ラインがＳＧ（信号グランド）に接続されます。
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［４］仕様

［４－１］総合仕様

バス転送速度 最大２５Ｋバイト／秒 ＊１

電源電圧 ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ
使用電源

消費電力 ８ＶＡ以下（フォトカプラ・リレー全てがＯＮの場合は３０ＶＡ）

接点数 無電圧の独立した１６点

最大引加電圧 ＡＣ６０ＶまたはＤＣ６０Ｖ
リレー接点出力

最大通電電流 １．５Ａ

最大負加 ＡＣの場合５０ＶＡ、ＤＣの場合６０Ｗ

点数 無極性の独立した１６点

フォトカプラ入力 駆動電流 ６ｍＡ～８ｍＡ

引加電圧 ２１Ｖ～２８Ｖ

使用環境 ０℃～４５℃（結露しないこと）

外形寸法 ２１０Ｗ×２２０Ｌ×５０Ｈ（ｍｍ）（突出部を含まず）

取扱説明書 １冊

コマンド説明書 １冊

CN1用 HDCB-37S（フード付き）ヒロセ電機製 ＊２ １組
付属品 端末側コネクタ

CN2用 HDCB-37P（フード付き）ヒロセ電機製 ＊２ １組

ＡＣ電源用 インレットコード（２Ｐ３Ｐ変換プラグ付き） １組

予備ヒューズ ガラス菅ヒューズ１Ａ １個

＊１：バス転送速度はコマンド文字列の内容により大きく変化します。
＊２：他メーカーの相当品に代わる場合があります。

［４－２］ＧＰＩＢ仕様

規格 ＩＥＥＥ－Ｓｔｄ．４８８．２－１９９２

サブセット SH1,AH1,T5,L3,SR1,RL0,PP0,DC1,DT1,C0

アドレス １次 ディップスイッチで設定（０～３０）

２次 なし

デリミタ ディップスイッチで選択

コントロールＬＳＩ ＮＡＴ９９１４（ナショナルインスツルメンツ社製）
使用ＩＣ

ドライバ／レシーバ ＳＮ７５１６０Ｂ／１６１Ｂ（テキサスインスツルメンツ社製相当）
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参考資料：リレーの仕様（Ｇ６Ｅ・オムロン（株）製）

接点定格 （抵抗負荷（ＣＯＳφ＝１）において）

定格負荷 ＡＣ１２５Ｖ ０.４Ａ ＤＣ３０Ｖ ２Ｖ

定格通電電流 ３Ａ

接点電圧 最大 ＡＣ２５０Ｖ ＤＣ２２０Ｖ

接点電流 最大 ＡＣ３Ａ ＤＣ３Ａ

開閉容量 最大 ５０ＶＡ ６０Ｗ

最小負荷（参考値） ＤＣ １０ｍＶ １００μＡ

リレー性能 （表は初期における値です。＊印は実力値です。）

接触抵抗 ５０ｍΩ以下

動作時間 ５ｍＳ以下（＊約２．９ｍＳ）

復帰時間 ５ｍＳ以下（＊約１．３ｍＳ）

機械的 ３６，０００回／時
最大開閉頻度

電機的 １，８００回／時（定格負荷）

絶縁抵抗 １，０００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖメガにて）

ＡＣ１，５００Ｖ ５０／６０Ｈｚ １分間
耐電圧

（ただし､同極接点間はＡＣ１，０００Ｖ ５０／６０Ｈｚ １分間）

耐衝撃電圧 １，５００Ｖ １０×１６０（μＳ）（ＦＣＣ Ｐａｒｔ６８）

耐久 １０～５５Ｈｚ 複振幅５ｍｍ
振動

誤動作 １０～５５Ｈｚ 複振幅３．３ｍｍ

耐久 １，０００ｍ／Ｓ２（約１００Ｇ）
衝撃

誤動作 ３００ｍ／Ｓ２（３０Ｇ）

機械的 １億回以上（開閉頻度３６，０００回／時）

寿命 １０万回以上（ＡＣ定格負荷 開閉頻度１，８００回／時）
電気的

５０万回以上（ＤＣ定格負荷 開閉頻度１，８００回／時）

重量 約２．７ｇ


